
調査研究の概要

本
調
査
研
究
は
、
京
都
大
学
に
お
け
る

「学
徒
出
陣
」
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
度
の
総
長
裁
量
経
費
の
申
請
に
あ
た
っ
て
、
本
調
査
研
究

の
目
的
及
び
必
要
性
に
関
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
た
。

戦
時
下
に
お
け
る
京
都
大
学
に
つ
い
て
は
、
従
来
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
事
項
が
多

い
。
大
学
文
書
館
で
は

一
昨
年
度
か
ら
本
格
的
に
調
査
を
行

っ
て
い
る
が
、
特
に
今
年

度
は
い
わ
ゆ
る
学
徒
出
陣
の
実
態
調
査
お
よ
び
研
究
を
中
心
課
題
に
設
定
す
る
。
本
調

査

・
研
究
は
、
学
徒
出
陣
が
戦
時
下
に
お
け
る
学
生
の
有
り
様
を
最
も
象
徴
的
に
示
す

事
象
で
あ
る
と
い
う
研
究
上
の
価
値
を
有
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
高
齢
化
が
進
行

し
つ
つ
あ
る
現
在
、
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
大
学
の
社
会
的

責
任
を
果
た
す
行
為
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

右
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「学
徒
出
陣
」
は
、
戦
争
と
大
学

(特
に
学
生
)
の
関
係
を
考
え

る
上
で
不
可
欠
な
事
件
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
京
大
で
は
実
態
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
例
え
ば
、

一
体
何
人
が
こ
の
時
期
在
学
中
に
徴
集
さ
れ
た
の
か
、
何

人
が
亡
く
な
っ
た
の
か
と
い
っ
た
最
も
基
本
的
な
デ
ー
タ
す
ら
存
在
し
て
い
な
い
。
敗
戦
翌

年
の

一
九
四
六
年

一
〇
月
二
九
日
に
は
、

一
九
四
三
年

二

月
以
降
の
戦
没
者

(職
員
六
六

名
、
学
生
五
六
名
)
を
対
象
と
し
た
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
が
京
大
で
催
さ
れ
て
い
る
が
、
敗

戦
直
後
の
混
乱
期
で
も
あ
り
、
き
ち
ん
と
し
た
調
査
が
な
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
以
後
京

大
が
公
的
に

「
学
徒
出
陣
」
関
係
の
調
査
を
行

っ
た
こ
と
は
な
く
、
創
立
百
周
年
を
記
念
し

て
近
年
編
集
さ
れ
た

『京
都
大
学
百
年
史
』
(全
七
巻
、

一
九
九
七
～
二
〇
〇

一
年
)
に
お

い
て
も
、
新
た
な
事
実
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
京
大
出
身
の

「学
徒
出

陣
」
体
験
者
の
記
録
も
、
個
人
的
な
著
作
を
除
い
て
は
、
大
学
の
広
報
誌
や
部
局
単
位
で
編

1

目
的

調
査
研
究
の
概
要

非
常
勤
職

員

の
高
井
多
佳
子
、

大
石

一
男
、

が
聞
き
取
り
記
録

や
数
値
デ
ー
タ
の
整
理
補
助
を
行

っ
た
。

藤
井
譲
治

伊
藤
孝
夫

西
山

伸

保
田
そ
の

河
西
秀
哉

こ
の
他
、

大
学
文
書
館
長

(代
表
)

大
学
文
書
館
教
授

大
学
文
書
館
助
教
授

大
学
文
書
館
助
手

大
学
文
書
館
助
手平

良
聡
弘
、

星
野
香
織
、
日
高
博
美

.

佐
々
木
丞
平

藤
井
譲
治

西
山

伸

嘉
戸

一
将

保
田
そ
の

二
〇
〇
五
年
度

大
学
文
書
館
長

(代
表
)

大
学
文
書
館
教
授

大
学
文
書
館
助
教
授

大
学
文
書
館
助
手

大
学
文
書
館
助
手

本
調
査
研
究
は
、

二
〇
〇
四
年
度
と

二
〇
〇
五
年
度

に
総
長
裁
量
経
費

「
教
育
研
究
改

革

・
改
善
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
等
経
費
」
に
採
択
さ
れ
、
両
年
度
合
わ
せ
て
四
、
〇
九

一
、
○
○

○
円

の
支
給
を
受
け

た
。

両
年
度

の
組
織
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
度

2

体
制

纂

さ
れ
た
沿
革
史
な

ど
に
断
片
的
に
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
調
査
研
究
に
お

い
て
は
、
①
学
内

の
公
的
資
料
を
基
礎

と
し
た
基
本
的

デ
ー

タ
の
作
成
、
②
体
験
者
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
、

の
二

つ
を
柱
と
し
て

所
期

の
目
的
達
成
を

は
か
る
こ
と
に
し
た
。



(1
)
デ
ー
タ

①
在
学
中
の
徴
集
者

・
戦
没
者

『京
都
大
学
百
年
史
』
編
集
過
程
に
お
け
る
資
料
調
査
、
お
よ
び
現
在
大
学
文
書
館
に
移

管
さ
れ
て
い
る
非
現
用
法
人
文
書
の
調
査
を
行

っ
た
限
り
で
は
、
「学
徒
出
陣
」
に
つ
い
て

(1
)

全
学
的
な
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
資
料
は
京
大

に
存
在
し
な

い
。
し
か
し

、
在
学
中
に
徴
集
さ

前
述

の
よ
う

に
、
本
調
査
研
究
は
、
①
学
内

の
公
的
資
料
を
基
礎
と

し
た
基
本
的

デ
ー
タ

の
作
成

、
②
体
験
者
か
ら

の
聞
き
取
り
調
査
、
の
二
つ
を
柱
と
し
て
行

っ
た
。
こ
の
両
者
は
、

直
接
的
な
調
査
対
象
を
全
く
異
に
す
る
も

の
で
あ
り
、
調
査
研
究
の
具
体
的
方
法
も
同

一
で

は
な

い
。

4

方
法

「学
徒
出
陣
」
と

い
う
用
語
は
、

一
九
四
三
年

一
〇
月
二
日
公
布

の
在
学
徴
集
延
期
臨
時

特
例
に
よ
る
学
生
生
徒

の

一
斉
入
営

・
入
団
を
指
す
の
が

一
般
的

で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、

一

方

で
は
そ
の
後
敗
戦
ま
で
在
学
身
分

の
ま
ま

の
徴
集

は
引
き

つ
づ
き
行

わ
れ
て
お
り
、
も
う

一
方
で
は
、
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
公
布
以
前
か
ら
、
徴
集
時
期
を

早
め
る
こ
と
を
目
的

に
大
学

の
在
学
年
限
短
縮
や
徴
集
猶
予
年
齢

の
低
下
が
始
ま

っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
措
置
は

い
ず
れ
も
戦
時
下
特
有
で
あ
り
、
戦
争
と
大
学

の
関
係
を
考
え
る
上
で
は
見
過
ご
せ
な

い
も

の
で
あ

る
。

そ
こ
で
、
本
調
査
研
究

で
は
、
最
初

の
在
学
年
限
短
縮
が
適
用
さ
れ
た
学
年

で
あ
る

一
九

三
九
年

四
月

の
入
学
生

(同
時

に
こ
の
学
年
は
、
徴
集
猶
予
年
齢
が
従

来

の
二
七
歳
か
ら
二

六
歳
に
初
め
て
引
き
下
げ
ら
れ
た
直
後

の
入
学
生

で
も
あ

っ
た
)

か
ら
、
戦
時
中
の
最
後
に

あ
た
る

一
九
四
五
年
四
月

の
入
学
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
。

3

対
象

れ
た
学
生
は
、
休
学

ま
た
は
仮
卒
業

の
措
置
が
採
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
学
生

一
人

一

人
の
記
録
で
あ
る
学
籍
簿

に
記
載
さ
れ
て
い
る
は
ず

で
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
調
査
研
究

で
は
、

戦
時
期

に
あ

っ
た
学

部

(文
、
法
、
経
済
、
理
、
医
、
工
、
農
y
に
保
管
さ
れ
て
い
る
学
籍

簿

の
調
査
お
よ
び
必
要
な
情
報
の
入
力
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

二
〇
〇
四
年

一
二
月

一
四
日
開
催

の
研
究
科
長
部
会
に
お

い
て
、
大
学
文
書
館
長
よ
り
関

係
学
部
長
に
対
し
て
、

一
九
三
九
年

四
月
か
ら

一
九

四
五
年
四
月
入
学

の
学
部
学
生

・
大
学

院
学
生

の
在
学
中

の
デ
ー
タ
を
記
し
た
資
料

の
閲
覧

に
つ
い
て
依
頼
を
行

い
、
各
学
部
長
の

了
承
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
以
後
二
〇
〇
六
年

一
月
ま
で
の

一
年
あ
ま
り
、
各
学
部
事
務

の
協

力

を
得

て
、

学
籍

簿

あ

る

い
は
学

籍

力
ー

ド
を

大
学

文
書

館

に
借

り
出

し

て
、

巳

自
o
ωo
埣
①蓉

2
を
使

っ
て
入
力
作
業
を
行

っ
た
。
そ
の
際
、
借
用
物

の
管
理
に
は
厳
重
な

注
意
を
払

い
、
ま
た
今
回
.の
調
査
研
究
に
直
接
関
係

の
あ
る
情
報

の
み
の
入
力
を
行

っ
た
こ

と
は
も
ち

ろ
ん
で
あ

る
。
入
力
し
た
情
報
は
、
学
籍
番
号

・
氏
名

・
生
年

月
日

・
入
学
年

月

・
本
籍
地

(都
道
府
県

・
地
域
名

の
み
)

・
学
科

・
専
攻

・
卒
業
等
年
月
日

・
出
身
校

・

徴
集
関
係
情
報

・
休
学
関
係
情
報

(戦
時
期

の
み
)
で
あ
り
、
合
計

一
三
、
八
九

一
人
分
に

上

っ
た

(本
書

「
H

デ
ー
タ
」
表

H
1

1
参
照
)
。

各
学
部
の
学
籍
簿

・
カ
ー
ド

の
管
理
状
況
は
お
お
・む
ね
良
好
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
、
学
部
に
よ

っ
て
、
入
学
年
月
単
位
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
場
合
と
、
卒
業
年
月
単
位
で

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
後
者

の

一
部
で
は
、
中
退
者

や
在
学
中
の
死
亡
者

の
デ

ー
タ
が
十
分
に
保
管

さ
れ
て
い
な

い
と
推
測
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ

っ
た
。
実
際
医
学
部
で
は
、

こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を

見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
学
内
資
料
か
ら
は
戦
没
者
の
調
査
が
で
き

な
か

っ
た
。
ま
た
、

記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
に
も
若
干

の
精
粗
が
あ
り
、
徴
集
さ
れ
た
部
隊

名

や
海
兵
団
名
も
記

さ
れ
て
い
て
、
陸
海
軍
別

の
分
類
が
容
易

で
あ

っ
た
学
部
も
あ
れ
ば
、

徴
集
先
が
全
く
書
か
れ
て
い
な

い
学
部
も
あ

っ
た
。
も

っ
と
も
、
部
隊
名

や
海
兵
団
名
も
記

さ
れ
て

い
る
の
は
徴

集
後
最
初
の
所
属
だ
け
で
あ

っ
て
、
そ

の
後

の
異
動

に
つ
い
て
跡
づ
け

ら
れ
て

い
る
例
は
全

学
部
通
し
て
皆
無
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
戦
没
年
月
日
に
つ
い
て
も
、
実

際

の
戦
没

の
日
付
な

の
か
大
学

へ
の
届
出

の
日
付

な
の
か
判
然
と
し
な

い
例
も
あ

っ
た
が
、

一　一
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表 旧制高等学校同窓会
進学先・戦没情報記載の有無

名校高

第 一

第 二

三第

第 四

第 五

第 六

第 七

第 八

新 潟

松 本

山 ロ

松 山

水 戸

山 形

佐 賀

弘 前

松 江

東 京

大 阪

浦 和

福 岡

静 岡

高 知

姫 路

広 島

富 山

浪 速

府 立

武 蔵

甲 南

成

成 城

学習院

台 北

旅 順

進学先

×

×

×

○

×

○

○

×

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

○

○

戦没

×

×

×

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

×

×

○

○

○

○

○

○

×

○

×

×

○

×

×

×

○

×

×

○

他

の
資
料
か
ら
特
定
で
き
な

い
限
り
は
、
学
籍
簿

・
カ
ー
ド
の
記
述
に
従

っ
た
。

こ
う
し

て
入
力
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
、
学
部
別
、
入
学
年
月
別
等
の
単
位

で
徴
集
者
数

・
徴

集
年
月
、
戦
没
者
数

・
戦
没
年
月
等
を
割
り
出
し

て
、
表

・
グ
ラ
フ
と
し
た
の
が
本
書

「
ー

デ
ー
タ
」
の

「
1

在
学
生
の

「
学
徒
出
陣
」
」

で
あ
る
。
管
見

の
限
り

で
は
、

こ
の
よ
う

に
学
籍
簿
を
た
ど
る
こ
と
に
よ

っ
て
徴
集
者

・
戦
没
者

の
数
値
を
算

出
し
た
の
は
大
学
と
し

て
は
初

の
試
み
と
思
わ
れ
る
。
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
他
大
学

の
調
査

の
よ
う
な
あ
る

特
定

の
時
期

の
輪
切
り
的
な
数
値

で
は
な
く
、
長

い
ス
パ
ン
で
の
数

値
の
変
遷
を
示
す
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

②
京
大
出
身
の
戦
没
者

①

の
よ
う
な
在
学
中

の
徴
集

・
戦
没
で
あ
れ
ば
、
学
籍
簿

・
カ
ー
ド
に
情
報
が
記
載
さ
れ

て
い
る
は
ず
だ
が
、
卒
業
後

の
徴
集

・
戦
没
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
な
例
外
を
除
く
ほ
か
は

記
載
は
な

い
。
校
友
会
所
蔵
資
料
か
ら
卒
業
生

の
戦
没
者
数
を
算
出

し
た
大
学

の
例
も
あ
る

腕
"

京
大
に
は
そ

の
よ
う
な
資
料
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
よ
う
な
数
値
を
出

(3
)

す
た
め
に
は
、
学
外
の
資
料
を
利
用
す
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
第

一
に
は
、

旧
制
高
等
学
校
同
窓
会
の
会
員
名
簿
を
利
用
し
た
。
東
大
同
様
、
京
大
の
場
合
も
入
学
生
の

大
部
分
は
旧
制
高
等
学
校
の
出
身
で
あ
り
、
そ
の
同
窓
会
の
名
簿
は
入
学
生

(卒
業
生
)
の

動
向
を
把
握
す
る
近
道
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
調
査
の
結
果
、
旧
制
高
等
学
校
同
窓
会

名
簿

に
、
大
学
進
学
先
お
よ
び
戦
没
に
関
す

る
情
報

の
両
方
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
五

校

の
う
ち
半
分
弱

の

一
六
校

に
過
ぎ
ず
、
戦
没
に
関
す
る
情
報
の
み
記
載
さ
れ
て

い
る
三
校

を
加
え

て
も
、

一
九
校

に
止
ま

っ
て
い
た

[表
参
照
]
。
戦
没
に
関
す
る
情
報

の
み
記
載
さ

れ
て

い
る
学
校

に

つ
い
て
は
、
戦
没
者
氏
名
を
学
籍
簿
か
ら
作
成
し
た

デ
ー
タ
と
照
合
す
る

こ
と
で
あ

る
程
度
特
定
が
可
能
だ

っ
た
が
、
戦
没
に
関
す
る
情
報

の
な

い
残
り

の

一
六
校
に

関
し
て
は
、
調
査

で
き
な
か

っ
た
。
特

に
、
京
大

へ
の
進
学
者
が
多
数
存
在
し
た
と
思
わ
れ

る
第
三
、
姫
路
、
浪
速
、
,
甲
南

の
各
高
等
学
校

の
情
報
を
収
集
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
、
今

回

の
調
査

の
不
十
分
さ
を
示
す
も

の
で
あ

る
。

一
方
、
旧
制
高
等
学
校
関
係
以
外
で
は
、
軍
関
係

の
刊
行
物
や
市
販

の
遺
稿
集
等

で
出
身

(
4
)

大
学
お
よ
び
戦
没

に
関
す
る
情
報

の
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
を
選
び
出
し
、
デ
ー
タ
と
し
て

追
加
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら

の
資
料
も
海
軍
、
そ
れ
も
予
備
学
生
関
係
の
も

の
が
多

い
と

い
っ
た
内
容
的
な
片
寄
り
は
否
定

で
き
ず
、
京
大
卒
業
生
を
広
く
把
握
す
る
段
階

に
は
到
底

至

っ
て
い
な

い
。
結
局
、
対
象
期
間

で
は
在
学
生
二
六
四
名
、
卒
業
生

(中
退
者

一
名
を
含

む
)
二
三

一
名
の
戦
没
者
を
確
認
で
き
た

(本
書

「
ー

デ
ー
タ
」

の

「
2

京
大
出
身
戦

没
者

(判
明
分
)
」
)

が
、
こ
の
数
字
が
ど
れ
く
ら

い
の
判
明
率
を
示
し
て
い
る
の
か
も
定
か

で
は
な

い
。
同
窓
会
組
織

の
強
く
な

い
大
学
に
お

い
て
は
、
卒
業
生
を
含

む
戦
没
者

の
調
査

は
大
き
な
困
難
を
伴

う
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
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(2
)
聞
き
取
り
調
査

本
調
査
研
究
で
は
、
対
象
時
期

に
軍
隊
生
活
を
経
験
さ
れ
た
京
大
出
身
者

(卒
業
後

の
徴

集
者
を
含
む
)
に
聞
き
取
り
調
査
を
行

い
、
そ

の
内
容
を
本
書

「
W

聞
き
取
り
記
録
」

に

収
録
し
た
。
聞
き
取
り
調
査
は
、

『京
都
大
学
百
年
史
』

の
編
集
を
行

っ
て
い
た

一
九
九
五

年
に

一
度
実
施
し

(「
1

西
村
豊
成

氏

・
秀
村
選
三
氏

・
森
春
光

氏

・
伊
東

一
義
氏
」)
、

そ

の
後
し
ば
ら
く
途
切
れ
て

い
た
が
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
少
し
ず

つ
再

開
し
、
総
長
裁
量
経

費

の
採
択
を
受

け
た
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
し
た
。

聞
き
取
り
を
実
施
す
る
に
あ
た

っ
て
、
包
括
的
な

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
よ
う
な
も

の
は
行

わ
な
か

っ
た
。
聞
き
取
り
に
ご
協
力

い
た
だ

い
た
方
に
、
別

の
方
を
ご
紹
介

い
た
だ
く
と

い

っ
た
専
ら
個
人
的
な
縁
故
を
た
ど
り
な
が
ら
経
験
者
を
捜
し
、
お
話

を
伺
う
形
を
と

っ
た
。

当
初
か
ら
、
こ
の
聞
き
取
り
調
査

は
単
に
軍
隊
生
活
に
お
け
る
ご
経
験
を
伺
う
だ
け
で
な
く
、

人
格
形
成
に
大
き
な
影
響
力
を
持

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
高
等
学
校
時
代

か
ら
、
大
学
在
学
を

経

て
徴
集
そ
し

て
復
員
に
至

る
、

い
わ
ば
青
年
期

の
軌
跡
を
追
う
こ
と

を
計
画
し
て
い
た
の

で
、
大
量

の
デ
ー
タ
を
集
め
て
あ
る
傾
向
を
探
る

の
で
は
な
く
、

一
人

一
人

の
人
生
に
踏
み

込
む
も

の
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等

は
右
の
計
画

に
は
そ
ぐ
わ
な

い
と
判
断
し
て
行
わ
な
か

っ
た
。

最
終
的
に
は
、

一
八
人

の
方
た
ち
か
ら
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た

。
そ
の
出
身
学
部
別

の
内
訳
は
、
文
五
、
法
三
、
経
済
六
、
農

二
、
医

一

(他

に
東
大
法

学
部

が

一
)

で
あ
り
、

入
学
年
月
別
で
は

一
九
四

一
年
四
月
が
三
、

一
九
四
二
年
四
月
が
三
、

一
九
四
二
年

一
〇
月

が
七
、

一
九

四
三
年

一
〇
月
が
三
、

一
九

四
四
年

一
〇
月

が

一
、

一
九
四
五
年
四
月
が

一
、

と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
陸
海
軍
別

の
内
訳
は
、
陸
軍
五
、
海
軍

一
三
と
な

っ
て
い
る
。

出
身
学
部
や
軍
別
の
内
訳

で
は
、
か
な
り

の
片
寄
り
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
記
の
よ
う
な
個

人
的
縁
故
を
た
ど
り
な
が
ら
聞
き
取
り
を
実
施
し
た
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス

の
方

の
面
が
出
た
形

で
あ
る
。
継
続
的
な
調
査
が
求
め
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

こ
の
聞
き
取
り
調
査
は
、
あ
る
特
定

の
事
実
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
た
り
、
組
織

の
中

枢

に
い
た
人
物
か
ら
意
思
決
定

の
過
程
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た
り
す
る
も

の
で
は
な

い
。
高

(4
)
そ
の
他

本
調
査
研
究
の
中
間
報
告
の
意
味
で
、
大
学
文
書
館
発
行
の

『京
都
大
学
大
学
文
書
館
だ

(3
)
資
料

本
調
査
研
究

の
過

程
で
、
何
種
類
か

の

「学
徒
出
陣
」
関
係
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
。
そ

の
う
ち
最
も
ま
と
ま

っ
た
も

の
で
あ
る

「時
岡
鶴
夫
関
係
資
料
」
に

つ
い
て
は
、
本
書

「
皿

資
料
」

に
お

い
て
主

要
部
分
を
復
刻

し
た

(資
料

の
概
要
に

つ
い
て
は
、
「
解
題
」
参
照
)
。

ま
た
、
大
学

の
公
的

資
料
が
乏
し

い
中
で
、
当
時
行
わ
れ
て
い
た
様
々
な
行
事

や
研
究
教
育

の
実
態
、
さ
ら

に
大

学
関
係
者
の
戦
争
認
識
等
を
見

る
上
で
、
新
聞
資
料
が
必
要
と
考
え
ら

れ
た

の
で
、

『京
都

帝
国
大
学
新
聞
』

お
よ
び

『京
都
新
聞
』

の

「学
徒
出
陣
」
を
中
心
と

し
た
戦
争
と
京
大
の
関
係
を
示
す
記
事
を
選
び
、
同
様
に
復
刻
し
た
。

等
学
校

・
大
学
で
の
授
業
の
様
子

や
課
外
活
動
、
さ
ら
に
余
暇

の
過
ご
し
方
、
深
ま
り
ゆ
く

戦
争

に
つ
い
て
徴
集

前
に
は
ど

の
よ
う

に
捉
え
て
い
た
の
か
、
軍
隊
生
活
と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ

り
、
自
身

の
果
た
す

べ
き
役
割
を

い
か
に
認
識
し
て
い
た
の
か
等

々
、

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
何
気
な

い
日
常
や
当
時

の
心
情
を
語

っ
て
い
た
だ
く

こ
と

で
、
こ
の
頃

の
学
生
た
ち

の
あ
り

の
ま
ま
の
姿
を
で
き
る
だ
け
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

し

て
い
る
と
言

っ
て
よ

い
。
し
た
が

っ
て
、
本
書

に
収
録
す
る
際
に
も
、
聞
き
手
に
よ
る
編

集
は
重
複
や
明
白
な

誤
記
な
ど
最
小
限
に
と
ど
め
、
そ
の
場
で
の
や
り
と
り
を
そ

の
ま
ま
伝

え
る
よ
う
努
め
た
。

一
八
人
の
方
た
ち

は
、
当
方

の
趣
旨
を
的
確
に
お
汲
み
取
り
下
さ
り
、
不
躾
な
質
問
に
対

し
て
も
率
直
に
お
答
え

い
た
だ

い
た
。
そ
の
結
果
、

こ
の
記
録
は
軍
隊
に
お
け
る
様

々
な
経

験
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
京
大
と

い
う
同

一
の
集
団

に
属
す
る
青
年

の
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
を
考

察
す
る
貴
重
な
資
料

に
も
な

っ
た
と
考
え

る
。
同
じ
大
学

に
属
し

て
い
た

「学
徒
出
陣
」
体

(
5
)

験
者

へ
の
ま
と
ま

っ
た
聞
き
取
り
調
査
は
類
例
が
少
な
く
、
そ
の
意
味
で
も
注
目
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
ろ
う
。
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調査研究の概要

本
調
査
研
究
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま

で
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
在
学
中
の
徴
集
者
数

お
よ
び
戦
没
者
数
が
本
格
的

に
調
査
さ
れ
た
こ
と
が
第

一
の
意
義
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
値

は
、
同
様
の
状
況

に
あ

っ
た
他
校
と
大
き
な
違

い
が
あ
る
と
は
考
え

に
く
く
、
特
に
大
学
に

お
け
る

「学
徒
出
陣
」

に
つ
い
て
は
、
本
調
査
研
究

で
算
出
し
た
数

値
を
基
準

に
全
国
的
な

規
模
に

つ
い
て
も
推
計
す
る
こ
と
が
可
能

に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
京
大
出
身

の

「学
徒
出
陣
」
体
験
者
か
ら
聞
き
取
り
調

査
を
行
う

こ
と
に
よ

っ

て
、
当
時

の
学
生
た
ち

の
考
え
方
、
学
校
や
軍
隊
で
の
生
活

の
実
態

等
、
多
く
の
証
言
が
記

録
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
聞
き
取
り
調
査
は
、
六
〇
年

後
に
行
わ
れ
た
も

の
で

あ
り
、
当
然
記
憶
違

い
や
語
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
う

い
っ
た
こ

と
を
差
し
引
い
て
も
貴
重
な
資
料
と
し
て
の
価
値
は
失
わ
な

い
で
あ

ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
公
的
文
書
を
も
と
に
し
た
数
値

の
確
定
と
、

体
験
者

一
人

一
人

の
聞

き
取
り
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、
初
め
て

「学
徒
出
陣
」

の
姿
が
立
体

的
に
浮
か
び
上
が

っ
て

く
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
両
者
を

一
つ
の
調
査
研
究
と
し
て
行

っ
た
こ
と

の
意
味
は
小
さ

5

意
義
と
今
後
の
課
題

よ
り
』

に
以
下

の
文
章
を
掲
載
し
た
。

・
西
山
伸

「京
都
大
学

に
お
け
る

「
学
徒
出
陣
」
ー
文
学
部

の
場

合
1
」

『京
都
大
学
大

学
文
書
館
だ
よ
り
』
第

八
号
、

二
〇
〇
五
年
四
月

・
西
山
伸

「京
都
大
学
に
お
け
る

「
学
徒
出
陣
」
1
聞
き
取
り
調
査
か
ら
ー
」

『京
都
大

学
大
学
文
書
館
だ
よ
り
』
第
九
号
、

二
〇
〇
五
年

一
〇
月

ま
た
、

二
〇
〇
六
年

一
月

一
七
日
か
ら
四
月
二
日
ま
で
、
百
周
年

時
計
台
記
念
館
歴
史
展

示
室

に
お

い
て
企
画
展

「
京
都
大
学
に
お
け
る

「
学
徒
出
陣
」
」
を
開
催
し
た
。
本
調
査
研

究
で
明
ら
か
に
な

っ
た
徴
集
者
数

・
戦
没
者
数

の
ほ
か
、
寄
贈

い
た

だ

い
た
資
料
、
須
田
国

太
郎
作

の
絵
画

「学
徒
出
陣
図
」
な
ど
合
計
四

一
点

の
資
料
を
展
示

し
た
。
開
催
期
間
中
の

入
場
者
は

一
〇
、
五
二
五
人
に
上

っ
た
ほ
か
、
多
く

の
テ
レ
ビ
や
新
聞

の
取
材
を
受
け
た
。

く
な

い
と
考
え

て
い
る
。

一
方
、
残
さ
れ
た
課
題
も
大
き

い
。
調
査
を
始
め
る
前
の
段
階

で
は
、
各
学
部

の
協
力
を

得
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
在
学
生

の
情
報
は
漏
れ
な
く
揃
う
と
予
想
し

て
い
た
が
、
前
述
の
よ

う
に
卒
業
年
月
単
位

で
整
理
さ
れ
て
い
る
学
部

に
つ
い
て
は
、
中
退
者

・
在
学
中

の
死
亡
者

に
つ
い
て
の
情
報
が
少
な
く
、
す
べ
て
の
入
学
者

の
情
報
が
大
学
に
残

っ
て

い
る
わ
け
で
は

な

い
と

い
う
実
態
が
分

か

っ
た
。
実
際
、
今
回
在
学
中

の
戦
没
者
は
二
六
四
人
と
算
出
し
た

が
、
そ
の
う
ち
六
四
人
は
学
籍
簿
以
外

の
資
料
か
ら
判
定
さ
れ
た
分
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ

て
、
今
後
他

の
資
料

を
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
徴
集
者
数

・
戦
没
者
数
が
増
え

て
い
く
可
能
性

は
あ
る
。
ま
た
、
理
系

の
学
部

で
は
軍
医
を
は
じ
め
と
し
て
、
軍
関
係

の
学
校
に
大
学
在
学

の
ま
ま
進
む
場
合
が

あ
り
、
こ
う

い
っ
た
例
も
戦
争
と
大
学
と

の
関
わ
り
で
調
査
す
る
べ
き

で
あ
る
が
、
学
籍
簿

に
お
け
る
記
載
は
十
分
な
も

の
で
は
な
く
、
本
調
査
研
究
で
は
反
映
で

き
な
か

っ
た
。

聞
き
取
り
調
査

に

つ
い
て
は
、
こ
れ
も
前
述

の
よ
う
に
対
象
の
選
定
に
片
寄
り
が
見
ら
れ

る
の
で
、
よ
り
幅
広

い
経
歴
を
持

つ
方

々
の
ご
協
力
を
仰

い
で
、
調
査
を
継
続
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

さ
ら
に
、
資
料
に

つ
い
て
は
、
本
書
に
は
京
大
所
蔵

の
公
的
資
料

は
全
く
掲
載
し
て
い
な

い
。
大
学
文
書
館

に
事
務
本
部
よ
り
移
管
さ
れ
た
法
人
文
書
中
に
は

「学
徒
出
陣
」
に
関
す

る
資
料
は
ほ
と
ん
ど

な

い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
結
果
と
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
大

学
内
部

で
ど
の
よ
う

な
文
書
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
た

の
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
当
時
の

大
学

の
姿
勢
を
理
解
す

る
上

で
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
各
部
局

の
資
料
も
含
め
て
、

公
的
文
書

の
調
査
も
続
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

一5一



注
(1
)
他
大
学
の
調
査
で
は
、
全
学
的
な
デ
ー
タ
を
記
し
た
資
料
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
例
が

あ
る
。
東
京
大
学
で
は
、

一
九
四
三
年
七
月
の

『厳
秘

東
京
帝
国
大
学
概
況
書
』
、

一
九
四
四

年
二
月
の

「昭
和
十
八
年
十
二
月
三
十

一
日
現
在
本
学
学
生
生
徒
在
籍
者
数
調
」、

一
九
四
四
年

九
月
の

『厳
秘

東
京
帝
国
大
学
概
況
書
』
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期

の
在
籍
者
数
お
よ
び
徴

集
者
数
が
算
出
さ
れ
て
い
る

(東
京
大
学
史
史
料
室
編

『東
京
大
学
の
学
徒
動
員
学
徒
出
陣
』

東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
八
年
、
七
八
頁
)
。
ま
た
、
立
教
大
学
で
は
大
学
教
務
課
作
成
の

「入
営
学
生
簿
」
に
よ
っ
て
徴
集
者
の
数
値
が
割
り
出
さ
れ
て
い
る

(永
井
均

・
豊
田
雅
幸

「立

教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
『立
教
学
院
史
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇

〇
三
年
、

=

六
頁
)。
そ
の
ほ
か
、
他
大
学
の
例
に
つ
い
て
は
本
書

「H

解
説
」
参
照
。

(2
)
早
稲
田
大
学
校
友
会
に
は
、
三
三
万
人
を
越
え
る
校
友

一
人

一
人
の
卒
業
年
や
学
部
を
記
載

し
た
カ
ー
ド
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
物
故
者
の
カ
ー
ド
に
は
死
没
事
由

の
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
が
多
数
あ
る
と
い
う
。
同
大
学
の
大
学
史
編
集
所

(現
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
i
)
で
は
、
こ

の
カ
ー
ド
を
も
と
に

一
九
〇
三
年
七
月
か
ら
敗
戦
ま
で
の
卒
業
生
お
よ
び
在
学
中
の
戦
没
者
を

四
、
五
四
四
名

(う
ち
卒
業
生
四
、
三
九
九
名
)
と
算
出
し
て
い
る

(川
口
浩

「早
稲
田
大
学

戦
争
犠
牲
者
調
査
に
つ
い
て
」
『早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第

一
八
号
、

一
九
八
六
年
)
。

(3
)
似
た
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
東
京
大
学
で
は
、
高
等
学
校
同
窓
会
名
簿
、
大
学
の
学
籍
簿
や

同
窓
会
資
料
、
旧
陸
海
軍
関
係
団
体
の
名
簿
か
ら
東
大
出
身
の
戦
没
者

の
情
報
を
収
集
し
、
重

複
分
を
取
り
除
い
て
数
値
を
推
定
し
て
い
る

(前
掲

『東
京
大
学
の
学
徒
動
員
学
徒
出
陣
』
九

〇
頁
)。
本
項
の
調
査
に
関
し
て
は
、
東
京
大
学
の
手
法
を
参
考
に
し
た
。

(4
)
旧
制
高
等
学
校
関
係
以
外
で
参
照
し
た
刊
行
物
は
次
の
と
お
り
。

・
特
攻
隊
慰
霊
顕
彰
会
編

『特
別
攻
撃
隊
』

一
九
九
〇
年

・
海
軍
飛
行
科
予
備
学
生

・
生
徒
史
刊
行
会
編

『海
軍
飛
行
科
予
備
学
生

・
生
徒
史
』

一
九

八
八
年

・
第
十
三
期
誌
編
集
委
員
会
編

『第
十
三
期
海
軍
飛
行
専
修
予
備
学
生
誌
』

一
九
九
三
年

・
土
居
良
三
編

『学
徒
特
攻
そ
の
生
と
死

第
十
四
期
飛
行
予
備
学
生
の
手
記
』
国
書
刊
行

会
、
二
〇
〇
四
年

・
多
田
実

『何
も
語
ら
な
か
っ
た
青
春
』
三
笠
書
房
、

一
九
九
三
年

・
士
交
会
の
本
刊
行
委
員
会

『士
交
会
の
仲
間
た
ち
』

一
九
八
九
年

・
大
木
保
男
ほ
か
編

『五
分
前
の
青
春

第
九
期
海
軍
短
期
現
役
主
計
科
士
官
の
記
録
』

一

九
七
九
年

・
井
畑
憲
次

・
野
間
弘
編

『海
軍
主
計
科
士
官
物
語

〈短
現
総
覧
〉』

一
九
六
八
年

・
陸
軍
経
理
学
校
幹
候
第
十

一
期
文
集
編
集
委
員
会

『燦
』

一
九
八
七
年

・
日
本
戦
没
学
生
記
念
会
編

『新
版
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
五
年

・
日
本
戦
没
学
生
記
念
会
編

『新
版
第
二
集
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

三
年

・
小
田
切
秀
雄

・
窪
木
安
久
編

『日
本
戦
没
学
生
の
遺
書
』

一
九
七
〇
年
、
読
売
新
聞
社

・
旧
制
静
高
戦
没
者
遺
稿
集
編
集
委
員
会

『地
の
さ
ざ
め
ご
と
』

一
九
六
六
年

(5
)
管
見
の
限
り

で
は
、
白
井
厚

・
浅
羽
久
美
子

・
翠
川
紀
子
編

『証
言

太
平
洋
戦
争
下
の
慶

慮
義
塾
』
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
、
が
あ
る
。

(西
山

伸
)
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